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１．指導案は現場で使われているのか

米国ノースカロライナ州で州職員に対する訓練施

設を見学したとき，大きな衝撃を受けた。そこでは

職員が暴漢に襲われた際に自己防衛するための訓練

を実施していた。訓練の内容は，相手が突き出して

きた手をとらえて，ひねりながら，相手を引き倒す

という組手の実習だった。指導員と受講者は，繰り

返し「つかまえて，ひねって，倒す」と声に出しな

がら，組手の練習を繰り返していた。もちろん具体

的な手順はもっと複雑なのだが，この「キーワード」

に組み手の手順を凝縮していた。指導員に，この訓

練の指導案はあるのかと聞くと，当たり前のように

「あるよ，あとで見せてやる」と応じてくれた。彼の

仕事場には，棚一面のファイルが納められていた。

そのファイルは，彼が担当している訓練の指導案と

テキストだった。「さっきの訓練の場面は……」と言

いながら，該当の指導案を見せてくれた。そこには

「つかまえて，ひねって，倒す」と言いながら，組み

手の練習をさせる……というようなことが記述され

ていた。なるほど彼は，指導案に忠実に訓練を実行

していたのだ。私は，指導案がすぐに引き出せるよ

うに整備されていることに驚かされた。日本でこの

ように指導案が整備されている訓練施設はどれくら

いあるだろう。本稿では忘れ去られた感のある指導

案に再度注目し，その今日的な意味と作成方法の最

近の考え方を紹介する。

指導案の今日的な意味とその作成方法
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指導技法

指導案の表紙には次のような目的・目標が示されている
訓練の目的：収容者からの暴力・抵抗・攻撃を抑止・制御し，
緊急の場面で効果的に活動することを助けるための知識と技
能を提供する。
到達目標：①武器を使わない自己防衛の考え方を記述できる。
②力を行使する４条件と正当防衛・過剰防衛の概念を記述で
きる。③５つの自己防衛・制御の基本技術とそれぞれについ
て１つのバリエーションを実演できる。

図１　自己防衛の訓練と該当の指導案



２．指導案の今日的な意味

指導案の作成に必要な時間を考えると，指導案作

成は一見無駄な時間を費やすように思える。その代

表的な意見は「指導案を作成しても訓練の方法は対

象者によって変わる」，「指導案を作成する時間を取

れない」，「技術が変化すると訓練も変えなければな

らないのでいちいち指導案を作成していられない」

というようなものである。いずれももっともな意見

だと思う。しかし，それを差し引いても指導案を作

成する意味はある。指導案を作成する今日的な意味

を，次のように考える。

①に関しては今さら解説する必要はないだろう。

②以降について順に解説する。

②新人指導員の学習ツールとなることについて。

授業計画の善し悪しは，指導案でかなり確認できる。

その授業の目的をどのようにとらえているか。その

目的に対して訓練生をどのレベルに到達させる目標

を設定しているのか。その目標に到達できる指導項

目が網羅されているか，逆に過剰でないか。各指導

項目をどの順で指導するつもりか。各指導項目をど

のように説明するつもりか。新人指導員自身，これ

らを紙上に記述することでイメージを明確にでき，

安心して訓練に臨めるだろう。新人指導員を指導す

るベテラン指導員にとっても指導案を確認すること

でその適否を判断しやすくなる。

③訓練計画作成の効率を高めることについて。最

近では，あるテーマを指導するのは，ある決まった

指導員だけ，ということはなくなってきている。人

事異動で新人や別の施設の指導員が対応したり，部

外講師を活用することも多くなっている。このよう

な状況で，指導員が変わったので指導内容が変わる

ということは好ましくないだろうし，外部から来た

訓練の担当者がその訓練の準備をするのは多大な労

力がかかる。その際，その施設で実施している訓練

の指導案やテキスト，教材が，だれでも活用できる

ように整理されていれば，複数の指導員が同じ訓練

を同じ内容で担当でき，それぞれの指導員の労力を

軽減できる。また施設間で指導案を共有すれば，さ

らに効率的である。

④説明責任を果たすことについて。今日，公共サ

ービスの質や成果に厳しい目が向けられている。指

導案は，職業訓練の最終的な成果をあげるために，

毎日の訓練でどのような取り組みをしているのかを

説明する役割を果たすだろう。

３．指導案の書き方

指導案の様式はさまざま提案されており「これで

なければならない」というものはない。図４に一般

的な指導案の例を示し，その中で，はずしてはなら

ない項目とその記述方法，かんどころを紹介する。

３.１　前書き部の記述

指導案は大きく，前書き部と展開部に分けられる。

前書き部には，その授業を実施する目的，訓練生の

到達目標，その授業で扱う指導項目を記述する。こ

れら３項目が，互いに矛盾しないように記述するこ

とが，目的に合致した授業を実施するために重要で

ある。

a 目的

「目的」には，この授業を実施する目的を記述す

る。この授業が訓練生の将来にどのように役だつの

かを具体的に記述する。目的は，次に記述する訓練

目標と指導項目を決めるよりどころとなる。例示し

た指導案の場合，この授業の目的は実際の職場で求

められる正確さ，最低限のスピードで釘打ち作業が

できることを目指している。これが速度を求めず，

安全に正確にさえ打てればいいという目的であれば，

速く打つための指導項目は不用となる。このように

目的が，訓練目標や指導項目を規定する。したがっ
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①担当する訓練の進め方を明確にする

②新人指導員が授業計画を学習するツールとなる

③施設全体，組織全体で取り組むことで，訓練計

　画作成の効率を高める

④どのような訓練を実施しているかの説明責任を

　果たせる



て，なるべく詳細に本質的な目的を記述する。

目的はまた，授業を展開する際の動機づけに活用

できる。授業の中で，この授業が訓練生の将来にど

のように役だつのかを説明すれば，訓練生の授業に

対する動機づけが高まる。訓練生が授業の内容を活

用する場面を具体的にイメージできるほど動機づけ

の効果が高まるので，授業の中で具体的に説明でき

るように目的を記述する。

s 訓練目標

「訓練目標」には，その授業を終了するときに訓

練生が「できる」ようになることを記述する。つま

り“訓練生の”到達目標を記述する。例示した指導

案に訓練目標の１つとして，「①安全に釘打ち作業が

できる」という目標を記述している。この授業を終

了するとき，訓練生が「安全」に釘打ち作業をでき

るようになっているということである。授業終了時

に，釘打ち作業時に周囲の安全確認や手をげんのう

で打たない操作をしていれば，目標に到達したとい

うことになる。このように訓練目標は，授業終了時

に目標に到達したことを確認できるように記述する。

d 指導項目

「指導項目」には，その授業で扱う内容を羅列す

る。この項目を見れば，授業で扱う内容のすべてが

わかり，訓練目標に到達するために扱うべき指導項

目の過不足を確認できるように記述する。例示した

指導案では「①安全に釘打ち作業ができる」という

目標に対して，指導項目「①安全に作業する手順

（周囲確認，初め軽く釘を固定→強く打つ）」を記述

している。この指導項目だけでは「安全に釘打ち作

業ができる」ようにはならないと考えれば，必要な

指導項目を追加して記述する。例えば「げんのうの

頭の抜け確認と締め方」が必要であれば，追加する。

指導項目に「安全なげんのうの取り扱い」とだけ記

述されていたら，具体的に何を指導しようとしてい

るのかわからない。つまり，「安全なげんのうの取り

扱い」という指導項目の記述では，具体性が欠けて

いるということである。

３.２　指導展開の記述

a 指導の３段階（導入－展開－まとめ）

授業は，導入－展開－まとめの３段階で進める。

導入の段階は，訓練生を授業に集中させる段階であ

る。授業開始時は，訓練生の集中力が徐々に高まる

段階なので，指導項目そのものに入るのではなく，

①この授業を実施する目的，②目標，③指導項目の

概要，④授業の進め方，を示して授業の全体像をイ

メージさせる。

展開の段階は，指導項目を１つずつ指導してゆく

段階である。指導項目１つずつに対して次項に示す

指導の４活動を適用して，訓練生に指導項目の定着

を図る。

まとめの段階は，①授業を振り返ることで訓練生

が何をできるようになったのかを再認識させるとと

もに，②次回の授業の予告をして期待を持たせる段

階である。③訓練目標に到達したかを評価する場面

としてもいい。例示した指導案では，導入からまと

めまでを図２のように計画している。

s 指導の４活動（動機づけ・提示・適用・評価）

授業時に指導員が行っている活動は，４活動（動

機づけ・提示・適用・評価）に整理できる。優れた

授業の多くには，これらがバランスよく計画されて

いる。他方，例えば提示だけが続く授業は退屈で，

話は聞いたけれど何かができるようになるわけでは

なく，テストをしても定着が悪いという授業が多い。
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a　実務レベルの釘打ちを見せ，そのレベル
に到達しなければならないという目標レベ
ル（仕上げとスピード）を視覚的にイメー
ジさせる。

s　今日の授業の目標を具体的な項目で示し，
到達状況を評価する視点を持たせる。

a　安全に作業する手順
s　傾きの確認と修正
d　仕上げを美しくする操作
f　力強く・正確に打つ動作
　4項目それぞれに対して，動機づけ：なぜそ
の項目を扱わなければならないか，提示：正
しい手順，適用：手順を実際にやってみる，
評価：正しくできているのかの確認を繰り返
す。

a　安全・きれい・一定速度で作業する手順
の項目を示す。

s　うまくいかない原因の説明と次回までの
練習を指示する。

d　次回予告

導入

展開

まとめ

図２　指導の３段階の適用状況



以下，各活動を要約する。

動機づけは，訓練生に学習する気持ちを持たせる

ためのあらゆる活動である。指導員が一方的に指導

しても，訓練生が学習する気持ちにならなければ，

定着はおぼつかない。動機づけの方法はさまざまあ

る。例えば，「授業が訓練生の将来をどのように良い

方向に導くのかをイメージさせる」，「訓練生ができ

ることとできないことを明らかにする」，「できるよ

うになったことを示す」，「他の訓練生と競い合うな

どゲーム的な環境を作る」，「訓練生が興味を持つ話

題に指導項目を結びつける」などが考えられる。い

ずれも動機づけ理論に基づくものである。例示した

指導案では，導入段階に実務レベルの釘打ちを見せ

ている。その意図は，自分にはそのレベルで釘打ち

ができないことに気づかせ，そのレベルに到達する

ための練習をしなければならないという気持ちを持

たせようとしているのである。

提示は，指導項目を訓練生に説明する活動である。

訓練生が指導項目を理解し定着しやすい説明を工夫

する。例えば，「視覚に訴える」，「訓練生が習得でき

る速度に合わせる」，「一度に習得できる範囲に説明

を絞る」，「指導項目を活用する場面に結びつけて説

明する」などの工夫が考えられる。例示した指導案

では，「指導項目 ①安全に作業する手順」の提示の

段階に，げんのうの持ち方や強く振るためのスナッ

プのきかせ方などを説明していない。また，提示後

の適用段階で短い釘を使わせて簡単に打ち込めるよ

うに配慮している。これは，安全に必要な行動以外

の操作に気を取られないように，説明内容を絞って

いるのである。

適用は，提示された指導項目を訓練生に実際に活

用させる活動である。授業の目標を「○○できる」

と，行動で示しているはずなので，その行動をさせ

ることが適用となる。例示した指導案では，「指導項

目 ①安全に作業する手順」の提示で示した「周囲の

確認」，「４段階での釘打ち」を次の適用の段階にや

らせている。このとき注意すべきは，指導項目を習

得できる十分な時間を適用に充てることである。授

業の目標に「○○できる」と示すが，高望みをする

と適用の時間が長く必要になることに配慮しなけれ

ばならない。

評価は，授業の目標に到達したことを確認し，到

達していないとすればどのように援助するかを検討

する活動である。各指導項目の適用の時や，まとめ

の段階で総合的なテストを実施するなどして確認す

る。例示した指導案では，展開の「指導項目 ②傾き

の確認と修正」の評価の段階に，指導項目①で扱っ

た「周囲の確認」「４段階での釘打ち作業」指導項目

②で扱った「傾きの修正」を正しく実践しているか

を評価するように計画している。

３.３　指導案記述のかんどころ

a 指導項目と指導の４活動の組み合わせ

展開部分では，指導項目ごとに指導の４活動を組

み合わせると説明した。これは固定されたものでは

ない。型どおりに授業を進めると，場合によっては

くどい授業になってしまうこともある。訓練生の興

味や理解の程度に合わせて適切に組み合わせればい

い。例示した指導案では図３のように組み合わせて

いる。

s 展開部分の記述の詳しさ

指導案の展開部分をどの程度詳細に記述すればい

いかと聞かれることがある。そのときは，「だれがそ

の指導案を参照しても同じ授業ができる，最もラフ

な程度」と答えている。詳細に記述しようとした指

導案では，指導員が話す言葉のすべてを記述してい

るものがある。確かに，だれが授業を担当しても同

じ授業ができる。しかし，作成に多大な時間がかか

るし，指導案の中から重要なポイントを見つけ出す
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図３　指導項目と指導の４活動の適用状況

動機づけ　実務レベルの釘打ちを見せる
提示　　　今日の授業の目標を示す

■a安全に作業する手順
提示　周囲の確認・4段階の釘打ち
適用　周囲の確認・4段階の釘打ち
■s傾きの確認と修正
提示　傾きの修正
適用　周囲の確認
　　　・4段階の釘打ち・傾きの修正
評価　周囲の確認
　　　・4段階の釘打ち・傾きの修正

導入

展開
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のも難しい。その指導案を参照しながら授業すると，

台本を棒読みしているように見えることもある。こ

のように話す言葉のすべてを記述するのは適切でな

い。例示した指導案では，次のようなルールで記述

している。

①　セリフは記述しない。

②　「■」で指導項目を示す。

③　「・」で，その段階で指導員が行う行動の内

容を示す。

④　提示の場面で“絶対に言わなければならない

項目”を□で囲って示す。

経験上，この程度の詳細さ，ラフさが使いやすい

のではないかと考えている。

d POCEの一貫性

本稿を執筆する動機の一因ともなったのが，指導

計画におけるPOCE C2006新井の一貫性の問題であ

る。POCEとは，目的：Purpose，目標：Objectives，内

容：Contents，評価：Evaluation の略で，ある活動

をする場合，この一貫性が重要であるという考え方

である。

授業を実施するという活動を考える場合，授業を

実施する目的（=Purpose）がある。その目的を受け

て，目標（=Objectives），指導項目・授業展開

（=Contents）を決め，目標に到達したことを確認す

る評価（=Evaluation）を実施することは本稿の中で

解説した。多くの授業を観察すると，POCEが一貫

しない授業が見受けられる。例えば，その授業がど

のような目的で実施されているのかについて最後ま

で授業の中で触れない。そのため訓練生の動機づけ

が下がる，多少の困難で挫折してしまう。逆に高い

目的を掲げているわりに，そこに向かうための指導

項目が不足している例もある。「NC旋盤を学習する

前に鉄を自分の手で削る感覚を身につけておくこと

は重要だ」といった目的を掲げた汎用旋盤を扱う訓

練で，訓練の内容は基本的な形状の製品を削る手順

をなぞるだけといったものもある。実践的なプログ

ラミング能力を習得するという目的を掲げているの

に，単にプログラム言語の文法構造を学習するだけ

の訓練もある。これらの例は，その授業の目的が訓

練目標，指導項目・展開方法に反映されていない授

業である。ぜひ今一度，授業の目的，目標，指導項

目・指導展開・評価を一貫させることを意識してほ

しい。

４．おわりに

本稿では授業計画の理想的で基本的な考えかたを

解説した。ここに示した考え方は理想的すぎて，現

実の多様な問題を抱えている訓練を解決するには不

足しているというご指摘があるかもしれない。確か

に，そうだろう。しかしかなりの問題は，たったこ

れだけの基本的な考え方を適用するだけで解決でき

ることも事実である。今日の訓練を運営する環境の

中では，訓練は一定の成果が求められ，その成果に

対してどのように取り組んだのかを説明する責任が

求められている。その具体的な方策として活用した

い方，あるいは，より訓練の成果を高める改善に取

り組みたい方には指導案は有効なツールとなる。本

稿は，そのような方にぜひ参考にしていただきたい。

なお，指導員資格を取得するための48時間講習に

利用するテキスト，「職業訓練における指導の理論と

実際」が本年６月に第９版に改訂された。本稿の考

え方はそこでも解説しているので，関心のある方は

参考にしてほしい。
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指導項目 時間 展開 学習者の活動 教材

■げんのうによる釘打ちの必要性と求められる
　スピード
釘打ち作業の様子を見せる。
・釘打ち機での作業
・げんのうによる作業 

・げんのうによる釘打ち指導員がやってみせる。
　長い釘で。→特徴を言わせる
・良い釘打ちと悪い釘打ちの結果を見せる→特
　徴を言わせる 

次の言葉でまとめる。
　・多くは，釘打ち機でやるが，細かな部分は，
　　げんのうでやっている。
　・げんのうでやる場合は，仕上げとスピード
　　が求められる。

今日の目標を示す
　・安全に釘打ちができる
　・美しく仕上げられる
　・一定のスピードでできる

■指導項目①　安全に作業する手順 

・安全確認を説明する。
　・げんのうを振る範囲に人，物がないことを
　　確認
・くぎ打ちの４段階を説明する。
　・不用意に強く打つと釘が飛ぶ
　・固定→打ち込み→仕上げ
　・平らな面と裏側の面を使い分ける（理由は
　　言わない）
・指導員がやってみせる。

●導入
○動機

○提示

●展開 

○提示

5/5

早い，怖い等答える

くぎ打ちの痕に気づ
く

写真01
写真02

実物

テキスト
P1

げんのう
材料
短いくぎ
を配布す
る

げんのうによる釘打ち作業

大工は現場で，必要なスピードで正確に釘打ちすることが求められる。最終的には現場での
実践でスピードを上げてゆくが，本実習では，正確にある程度のスピードで釘打ちできるよ
うにすることを目的とする。

①安全に，②美しく，③効率よく，釘打ち作業ができる

①安全に作業する手順（周囲確認，初め軽く釘を固定→強く打つ）
②傾きの確認と修正（1打ごとに確認，傾きの反対から打つ，傾き大のとき修正）
③仕上げを美しくする操作（平面と丸面の使い分け，垂直にあてる感覚=振る平面・手の高さ・
　肘の位置・立ち位置，打ち込み量確認）
④力強く・正確に打つ（強く←手首のスナップ，正確に←垂直にあてる感覚との連動）

１時間　　　　訓練対象　　高卒・大工経験なし　　　　場所　　○○実習場

げんのう1本，角材（30×60×200）×2ヶ，釘35mm 20本，70mm20本 
ねらい練習マット1枚　数量は１人分

テ ー マ：

目　　的：

訓練目標：

指導項目：

所要時間： 

使用機材・教材：

図４　指導案の例
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指導項目 時間 展開 学習者の活動 教材

・短い釘で訓練生に練習させる
　5本程度繰り返させる 

■指導項目②　傾きの確認と修正  

・釘が傾いている受講者を見つけ，傾きの修正
　を説明する
　・1打ごとに傾きを見る
　・傾くのは，そちらからたたいている証拠
　・傾いたら反対からたたく
　・反対からのたたきで修正できないときは手
　　で修正する

・繰り返し短い釘で練習させる
・7～8本練習させる
・周囲の確認・４段階で作業していること・傾
　きの修正を確認する。

・長い釘を10打撃程度で打てる。 

安全・きれい・一定のまとめ
　・周囲・４段階　←　安全
　・平丸の使い分け　←　きれい
　・体の動かし方←きれい・一定　
　　手首，肘の高さ　
　　体全体で良い位置を探す　
　　二の腕・肘・手首の動き　
　　振りの円弧の傾き
　・10打撃程度で打ち込める

・うまくいかなかった人とその原因の説明
・それぞれの練習方法の説明  

■次回予告

・次回はさまざまな場所に釘を打つ練習をする

○適用

○提示

○適用
○評価

○評価

●まとめ

○評価
○提示

○提示

10/15 

25/50

10/60 

周囲確認・４段階で
釘を打つ 

周囲確認・４段階・
傾き修正で釘を打つ 

　

　　　

図４　指導案の例


